
0120-06-8881

会員2,500名
日本最大の歌人団体

通信講座

日本歌人クラブ

創立から71年、「歌人相互の親睦」と「歌壇の発展」のために活動しています。

8人の選者の中から希望の選者による選歌と直筆のアドバイス
あなたの作った歌を作品集「彩歌」（年4回発行）で発表

※1月上旬作品募集開始

● 全日本短歌大会
● 日本歌人クラブ各賞の設定
● 地域優良歌集の表彰

● 会誌「風」（活動報告・会員の作品 他）
● 『現代万葉集』（1,800名超のアンソロジー）

〒141-0022 東京都品川区東五反田1-12-5 秀栄ビル2F

※各選者には定員があります。一定数を超えた場合、ご希望の選者の選が受けられない場合があります。
※受講期間1年（自動継続）　作品提出/年間20首

会員
募集中
会員
募集中

入会の問い合わせ・
申し込み先 03-3280-3249

Web
FAX

http://www.nihonkajinclub.com
03-3280-2986Tel.

NHK学園   〒186-8001 東京都国立市富士見台2-36-2

問い合わせ
申し込み先 042-574-1006

Web
FAX

https://www.n-gaku.jp/life

栗
木 

京
子

小
池 

光

坂
井 

修
一

篠 

　弘

花
山 

多
佳
子

古
谷 

智
子

三
枝 

昻
之

中
川 

佐
和
子

短歌を愛好する方ならどなたでも入会できます。

選
者（
50
音
順
）

令
和
２
年
度

主
な
活
動

投稿と発表を楽しむコース NHK学園短歌友の会

NHK学園生涯学習フェスティバル短歌大会開催（予定）

大会名称 開催（発表）予定日 投稿締切 会　場題

伊香保短歌大会 6月1日（月） 締切りました 伊香保温泉 ホテル天坊人

第7回 誌上短歌大会 8月5日（水） 5月12日（火） 和

誌上短歌大会 11月5日（木） 8月14日（金） 本

武蔵野市短歌大会 令和3年 3月20日（土） 12月18日（金） 武蔵野市民文化会館光

令和2年度令和2年度 NHK学園生涯学習フェスティバル短歌大会開催（予定）
下記のように開催を予定しております。みなさまのご参加をお待ちしています。

宇野幸男
林間

唐津麻貴子
薫風

田中成彦
吻土

永田淳
塔

投稿
締切 令和２年５月12日（火）消印有効

発表

主催

令和２年８月5日（水）発行　入選作品集誌上にて

ＮＨＫ学園

英保志郎
音聲

岩尾淳子
未来

安田純生
白珠

誌
上
短
歌
大
会

第
７
回

敬称略
五十音順選　者

ネット投句
できます
ネット投句
できます

郵送投句
できます
郵送投句
できます



左
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す（
作
者
本
人
か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
）。

●
二
重
投
稿
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
投
稿
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
・
入
賞
を
辞

退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
自
由
題
一
首
の
場
合
　
２
，０
０
０
円

②
自
由
題
一
首
と
題
詠「
和
」一
首
の
場
合
　
２
，８
０
０
円

　
そ
れ
ぞ
れ
、
一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

●
大
会
大
賞（
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
）、日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
、河
野
裕
子
賞
、選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作
な
ど
。

●
特
選
内
定
者
の
み
事
前
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
の
発
表
は
、「
入
選
作
品
集
」で
行
い
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

投
稿
要
領

投
稿
料

賞
・
発
表

大
島
　河
野
さ
ん
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
癌
が
発
見

さ
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、こ
の『
日
付
の
あ
る
歌
』

と
い
う
の
は
、
そ
の
二
〇
〇
〇
年
の
一
月
か
ら
十

二
月
ま
で「
歌
壇
」と
い
う
雑
誌
に
毎
月
歌
を

作
っ
て
連
載
し
て
い
た
時
の
も
の
な
ん
で
す
。
そ

ん
な
頃
、
病
院
で
癌
が
見
つ
か
っ
た
。
向
こ
う
か

ら
夫
の
永
田
和
宏
が
歩
い
て
く
る
。
河
野
裕
子
の

顔
を
見
て
、
何
を
言
い
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
け

れ
ど
立
ち
す
く
む
。
そ
の
時
に
歌
を
作
る
わ
け
で

す
。
こ
の
前
後
に
も
た
く
さ
ん
歌
が
あ
り
ま
す
け

れ
ど
、
シ
リ
ー
ズ
で
毎
日
歌
を
作
る
と
い
う
枷
で

や
っ
て
き
た
中
で
作
ら
れ
た
歌
で
し
て
ね
、
そ
う

い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
こ
う
い
う
形
で
出
た
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。

池
田
　こ
の
歌
に
関
し
て
大
島
さ
ん
は「
量
り
が

た
い
人
間
性
と
歌
人
と
し
て
の
力
量
と
言
う
べ
き

だ
」と
絶
賛
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の「
吊
り
橋
」

と
い
う
比
喩
。
こ
れ
が
出
て
く
る
か
、
こ
う
い
う

事
態
の
時
に
出
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

題
詠「
和
」
必
ず「
和
」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
大
会
名
、
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の
上
、

払
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付

け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
　
　
　
　
口
座
番
号
：
０
０
１
８
０

－

２

－

３
５
７
９
４
４

　
　
　
　
　
　
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

※

払
込
手
数
料
は

　
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

「投稿用紙」に記載された個人情報は、今大会の運営に使用するほか、NHK学園の短歌大会、通信講座のご案
内に使用させていただく場合があります。それ以外の用途による使用は一切いたしません。

▲ご投稿には、点線を切り宛先として貼ると便利です。

令和２年度　ＮＨＫ学園 生涯学習フェスティバル

投稿締切 令和2年5月12日（火）消印有効
誌上短歌大会投稿用紙

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2

第7回 誌上短歌大会事務局

の
　
り
　
し
　
ろ

投
稿
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は

振
替
払
込
受
付
証
明
書
（
お
客
さ
ま
用
）

を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
が
な
い
場
合
は

払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

〈 フ リ ガ ナ 〉

都 道
府 県

自 由 題

題 「 和 」（ 希 望 者 の み ） 　「 和 」 の 漢 字 を 必 ず 入 れ て く だ さ い 。

作 品 集 に

掲 載 す る

お 名 前

※ 題 詠 の み の 投 稿 は で き ま せ ん 。

受付番号（ＮＨＫ学園記入）

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

※任意でご記入
　ください。

〒

名 　 前

住 　 所

電 話 番 号

生 年 月 日

作品集に
掲載する
お名前

フリガナ

フリガナ

大正・昭和・平成 年 月 日

（ 男・女 ）

（ 歳 ）

（本名と違う場合のみ
 ご記入ください）

都 道
府 県

もう一度
ご確認ください

●未発表・自作に間違いありませんか ●誤字脱字はありませんか　●二重投稿（同一作品を他へ投稿）していませんか
●作品の控えをお手元に残してください ●作品投稿後の訂正には応じられませんので、ご了承ください。

〒
１
８
６

－８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－３
６

－２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
誌
上
短
歌
大
会
事
務
局
　
☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１ （
代
）

お
問
い
合
わ
せ
先
・
投
稿
先

第7回

投
稿
料

●
自
由
題
1首
の
場
合
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2,
00
0円

●
自
由
題
1首
と
題
詠
1首
の
場
合
…
…
…
…
2,
80
0円

払
込
日
　
　
 　
月
　
 　
　
日

郵
便
で
の
ご
投
稿

１①
投
稿
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
稿
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替

　
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
で

き
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

郵
便
で
の
ご
投
稿

令
和
２
年
５
月
12
日（
火
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

令
和
２
年
５
月
12
日（
火
） 

17
時

投
稿

締
切

大
島
　そ
う
だ
よ
ね
。
全
部
歌
に
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
自
分
の
こ
と
は
す
べ
て
歌
に
す
る
、
短
歌

で
嘘
は
言
わ
な
い
。
必
ず
ス
ト
レ
ー
ト
に
出
す
、

と
い
う
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
歌
に
傷
つ

く
人
も
い
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
そ
れ
は
作
家
で
も

小
説
家
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
人
の
考

え
方
が
あ
る
か
ら「
私
は
こ
こ
か
ら
先
は
詠
わ
な

い
」と
決
め
る
の
も
、
ひ
と
つ
の
表
現
者
の
姿
勢

だ
け
れ
ど
、
河
野
裕
子
は「
全
部
出
す
」と
い
う

こ
と
を
や
っ
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
亡
く
な
る
前

の
歌
に
は
、
赤
裸
々
な
自
分
の
肉
体
の
醜
さ
を
出

し
た
歌
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
。
普
通
な
ら
詠

わ
な
い
け
れ
ど
、
彼
女
は
全
部
ス
ト
レ
ー
ト
に
出

す
。
だ
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
の
歌
も
み
ん
な
そ
う

で
す
。
ス
ト
レ
ー
ト
に
言
う
、
隠
さ
な
い
、
嘘
を

言
わ
な
い
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
よ
く
出
て
い
ま

す
よ
ね
。

（
短
歌
講
座
機
関
紙『
短
歌
春
秋
』144
号
、

平
成
29
年
度 

伊
香
保
短
歌
大
会 

対
談
よ
り
）

歌人・河野裕子さんは、2010年8月に亡くなられました。京都在住、歌会始選者、NHK学園
でも、短歌友の会選者として永年ご指導いただいておりました。亡くなられて10年となる今年、
本大会の特別賞に河野裕子賞を設け、その作品とお人柄に思いを馳せる機会といたします。

池
田
は
る
み×

大
島
史
洋

河
野
裕
子
の
魅
力

何
と
い
ふ
顔
し
て
わ
れ
を
見
る
も
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　私
は
こ
こ
よ
吊
り
橋
ぢ
や
な
い
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「投稿用紙」に記載された個人情報は、今大会の運営に使用するほか、NHK学園の短歌大会、通信講座のご案
内に使用させていただく場合があります。それ以外の用途による使用は一切いたしません。

▲ご投稿には、点線を切り宛先として貼ると便利です。

令和２年度　ＮＨＫ学園 生涯学習フェスティバル

投稿締切 令和2年5月12日（火）消印有効
誌上短歌大会投稿用紙

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2

第7回 誌上短歌大会事務局

の
　
り
　
し
　
ろ

投
稿
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は

振
替
払
込
受
付
証
明
書
（
お
客
さ
ま
用
）

を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
が
な
い
場
合
は

払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

〈 フ リ ガ ナ 〉

都 道
府 県

自 由 題

題 「 和 」（ 希 望 者 の み ） 　「 和 」 の 漢 字 を 必 ず 入 れ て く だ さ い 。

作 品 集 に

掲 載 す る

お 名 前

※ 題 詠 の み の 投 稿 は で き ま せ ん 。

受付番号（ＮＨＫ学園記入）

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

※任意でご記入
　ください。

〒

名 　 前

住 　 所

電 話 番 号

生 年 月 日

作品集に
掲載する
お名前

フリガナ

フリガナ

大正・昭和・平成 年 月 日

（ 男・女 ）

（ 歳 ）

（本名と違う場合のみ
 ご記入ください）

都 道
府 県

もう一度
ご確認ください

●未発表・自作に間違いありませんか ●誤字脱字はありませんか　●二重投稿（同一作品を他へ投稿）していませんか
●作品の控えをお手元に残してください ●作品投稿後の訂正には応じられませんので、ご了承ください。
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代
）

お
問
い
合
わ
せ
先
・
投
稿
先

第7回

投
稿
料

●
自
由
題
1首
の
場
合
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2,
00
0円

●
自
由
題
1首
と
題
詠
1首
の
場
合
…
…
…
…
2,
80
0円

払
込
日
　
　
 　
月
　
 　
　
日

郵
便
で
の
ご
投
稿

１①
投
稿
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
稿
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替

　
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
で

き
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

郵
便
で
の
ご
投
稿

令
和
２
年
５
月
12
日（
火
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

令
和
２
年
５
月
12
日（
火
） 

17
時

投
稿

締
切

大
島
　そ
う
だ
よ
ね
。
全
部
歌
に
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
自
分
の
こ
と
は
す
べ
て
歌
に
す
る
、
短
歌

で
嘘
は
言
わ
な
い
。
必
ず
ス
ト
レ
ー
ト
に
出
す
、

と
い
う
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
歌
に
傷
つ

く
人
も
い
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
そ
れ
は
作
家
で
も

小
説
家
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
人
の
考

え
方
が
あ
る
か
ら「
私
は
こ
こ
か
ら
先
は
詠
わ
な

い
」と
決
め
る
の
も
、
ひ
と
つ
の
表
現
者
の
姿
勢

だ
け
れ
ど
、
河
野
裕
子
は「
全
部
出
す
」と
い
う

こ
と
を
や
っ
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
亡
く
な
る
前

の
歌
に
は
、
赤
裸
々
な
自
分
の
肉
体
の
醜
さ
を
出

し
た
歌
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
。
普
通
な
ら
詠

わ
な
い
け
れ
ど
、
彼
女
は
全
部
ス
ト
レ
ー
ト
に
出

す
。
だ
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
の
歌
も
み
ん
な
そ
う

で
す
。
ス
ト
レ
ー
ト
に
言
う
、
隠
さ
な
い
、
嘘
を

言
わ
な
い
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
よ
く
出
て
い
ま

す
よ
ね
。

（
短
歌
講
座
機
関
紙『
短
歌
春
秋
』144
号
、

平
成
29
年
度 

伊
香
保
短
歌
大
会 

対
談
よ
り
）

歌人・河野裕子さんは、2010年8月に亡くなられました。京都在住、歌会始選者、NHK学園
でも、短歌友の会選者として永年ご指導いただいておりました。亡くなられて10年となる今年、
本大会の特別賞に河野裕子賞を設け、その作品とお人柄に思いを馳せる機会といたします。

池
田
は
る
み×

大
島
史
洋

河
野
裕
子
の
魅
力

何
と
い
ふ
顔
し
て
わ
れ
を
見
る
も
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　私
は
こ
こ
よ
吊
り
橋
ぢ
や
な
い



0120-06-8881

会員2,500名
日本最大の歌人団体

通信講座

日本歌人クラブ

創立から71年、「歌人相互の親睦」と「歌壇の発展」のために活動しています。

8人の選者の中から希望の選者による選歌と直筆のアドバイス
あなたの作った歌を作品集「彩歌」（年4回発行）で発表

※1月上旬作品募集開始

● 全日本短歌大会
● 日本歌人クラブ各賞の設定
● 地域優良歌集の表彰

● 会誌「風」（活動報告・会員の作品 他）
● 『現代万葉集』（1,800名超のアンソロジー）

〒141-0022 東京都品川区東五反田1-12-5 秀栄ビル2F

※各選者には定員があります。一定数を超えた場合、ご希望の選者の選が受けられない場合があります。
※受講期間1年（自動継続）　作品提出/年間20首

会員
募集中
会員
募集中

入会の問い合わせ・
申し込み先 03-3280-3249

Web
FAX

http://www.nihonkajinclub.com
03-3280-2986Tel.

NHK学園   〒186-8001 東京都国立市富士見台2-36-2

問い合わせ
申し込み先 042-574-1006

Web
FAX

https://www.n-gaku.jp/life
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光
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花
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多
佳
子

古
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智
子

三
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昻
之

中
川 

佐
和
子

短歌を愛好する方ならどなたでも入会できます。

選
者（
50
音
順
）

令
和
２
年
度

主
な
活
動

投稿と発表を楽しむコース NHK学園短歌友の会

NHK学園生涯学習フェスティバル短歌大会開催（予定）

大会名称 開催（発表）予定日 投稿締切 会　場題

伊香保短歌大会 6月1日（月） 締切りました 伊香保温泉 ホテル天坊人

第7回 誌上短歌大会 8月5日（水） 5月12日（火） 和

誌上短歌大会 11月5日（木） 8月14日（金） 本

武蔵野市短歌大会 令和3年 3月20日（土） 12月18日（金） 武蔵野市民文化会館光

令和2年度令和2年度 NHK学園生涯学習フェスティバル短歌大会開催（予定）
下記のように開催を予定しております。みなさまのご参加をお待ちしています。

宇野幸男
林間

唐津麻貴子
薫風

田中成彦
吻土

永田淳
塔

投稿
締切 令和２年５月12日（火）消印有効

発表

主催

令和２年８月5日（水）発行　入選作品集誌上にて

ＮＨＫ学園

英保志郎
音聲

岩尾淳子
未来

安田純生
白珠

誌
上
短
歌
大
会

第
７
回

敬称略
五十音順選　者

ネット投句
できます
ネット投句
できます

郵送投句
できます
郵送投句
できます


